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　平成22年12月11日（土）13時より、本学恒例

のFDフォーラムが大教室�ŠS201教室にて開催さ

れました。これには、学内外合わせて130名（教

員85名、職員36名、学生２名、学外７名）が参

加しました。

　第１部では、基調講演者に立命館大学の江原

武一教授をお招きし、「大学改革、次の10年の動

向を考える－アメリカの大学改革を参考にして

－」と題して、学士課程における専門教育と教

養教育の関係について講演をしていただきまし

た。アメリカと日本の比較から、大学教育改革

を考える貴重な機会となり、活発な質疑応答が

交わされました。

　第２部では、平成22年度の「大学生の就業力

育成事業」（就業力GP）に採用された本学経済学

部の取組みについて、神立経済学部長から報告

されました。参加者からは、経済学部の具体的

な取組みを高く評価する声が挙がり、第１部、

第２部共に大変盛況なFDフォーラムとなりまし

た。

第８回FDフォーラムを開催

な問題を抱えているのかについてご説明いただ

きました。その上で、大学として支援していく

ための、具体的な取組みをお話して頂きました。

近年、注目されている発達障害についてご説明

いただき、参加者からは大変参考になったとの

声が多数寄せられました。

経済学部　神立学部長

参加者の声

＜第１部＞
・アメリカと日本の比較という視点は興味
深く話をうかがうことができました。大学
教員が学生に向き合い、自校の教育につい
て向き合っていくことが大切だと感じまし
た。
・大学の今を大局的な観点から考えること
ができて興味深く感じました。
・大変示唆に富む話でした。今後の大学の
発展の中でどう具体的に改善していくかを
考える良い機会になりました。

＜第２部＞
・地に足のついて無理のない取組を有機的
につなげている点が印象に残りました。
・社会貢献と経済学英語学習の重視など、
積極的取組の姿勢が伝わってきて有意義な
内容でした。

立命館大学　江原武一教授
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　平成23年１月24日（月）・25日（火）に秋葉

原コンベンションホール・周辺会場にて、文部

科学省主催の 平成22年度「大学教育改革プロ

グラム合同フォーラム」が開催されました。

　本学からは、大学教育・学生支援推進事業

【テーマＡ】大学教育推進プログラムに採択さ

れた「初年次・導入教育を支える学習支援体制

整備」の取組み紹介のポスター展示を行いまし

た。

　当日は、100名以上の方にお立ち寄りいただ

き、本学の取組みについてお伝えするとともに、

来場者の方々・他大学との有意義な情報交換を

行うことができました。

　平成23年２月８日（火）12時～ 13時半にかけ

て文系A棟７階会議室において、第３回女性教

員情報交換会（CETL女性教育サロン）を開催

しました。今回の情報交換会では、事前に答え

ていただいたアンケート結果を参考に、女性教

員が抱えている問題について情報交換を行いま

した。

　これには、本学に勤務する女性教員17名が参

加し、女性特有の健康に関する問題や、子育て

の問題についてなど、活発な情報交換が行われ

ました。参加者からは「今後、継続的に情報発

　「大学教育改革プログラム合同フォーラム」

の詳細につきましては、ホームページ「GPポー

タル（http://gp-porttal.jp/）」をご覧ください。

信や、情報交換のできるウェブサイトが作れる

と良い」などの声が挙がり、今後につながる情

報交換会となりました。

これには学部アドバイザーの教員のみならず、

職員の方々も参加しました。
　昨年夏に引き続き、今春も２月、３月にかけ

てアドバイザー教員向けの研修を開催しました。

「大学教育改革プログラム合同フォーラム」に参加

CELT女性教員サロンを開催

アドバイザー教員向け研修を開催

情報交換会の様子

来場者に説明する関田一彦センター長
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 今号をもってクォータリーは最終号を迎え、
2011年度より新たに学士課程教育機構の広報紙
として生まれ変わります。また創価大学も開学
50周年に向けて新たなスタートを切り、CETL
もこれまで以上に教育・学習活動支援を行って
参りたいと気持ちを新たにしました。（N）
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　クォータリー発刊裏話　　　　　　　　　　　　　　　CETLセンター長　関田一彦

　2001年３月、アメリカの大学を視察中の坂本センター長（当時）と私、そして西浦通信教育部講師（当

時）の３人は、空港側のレストランで夕食のテーブルを囲んでいました。当時、2000年にスタート

したCETLの活動を学内外に発信するための広報誌が必要になっていました。専属事務職員がいない

CETLでは、広報誌の編集・制作作業の多くを教員の手で進めねばなりません。

　おそらく学期に１回発行できれば十分であり、それも難しければ、せめて年報の形で発行できな

いだろうか、という控えめな希望を坂本センター長（当時）と私が述べました。それを受けて、彼

の若さと責任感に芳醇なカリフォルニアワインの力も加わって、西浦先生が力強く（笑）、年４回で

行きましょうと決意してくれました。こうして、西浦編集長のもと、季刊を意味するクォータリー

の名称で、広報誌の発刊が決まりました。

　米国NLP協会認定トレーナーの杉本薫さんを

講師にお迎えし、２月22日（火）、２月28日（月）

にコーチング入門講座（参加者計17名）、３月１

日（火）にコーチング基礎講習（参加者６名）、

３月３日（木）コーチングフォローアップ講習（参

加者５名）を行いました。

　マインドマップ講習（参加者計16名）には、

ブザン協会公認マインドマップインストラク

ターの上田誠司さんを講師にお迎えし、２月24

日（木）と26日（土）の２回実施しました。

　いずれの内容もCETLが提供する学習支援サー

ビスに深く関連しており、学部アドバイザーの

教員からも「学生との相談の際使える、具体的

なスキルを知ることができた」といった声があ

がり大変有意義な研修となりました。

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

コーティングフォローアップ講座の様子


